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1. まえがき 
現在，CFT構造の設計は，新都市ハウジング

協会「コンクリート充填鋼管(CFT)造技術基

準・同解説」1) (以下，新都市基準)，日本建築

学会「コンクリート充填鋼管構造設計施工指針」
2) (以下，学会指針)に基づき行われている。 

これら資料では，正方形及び円形CFT柱を対

象に，変形能力を水平力の低下を制限した「限

界部材角Ru」により評価している。 

しかしながらそれらの評価式は，式のみなら

ず適用範囲も異なり，比較した資料はあまりな

い。 

そこで本報告では，矩形断面を対象に新都市

基準式と学会指針式の変形能力評価式の比較

を行う。さらに現在学会指針で適用範囲の拡大

が検討されている長方形断面への限界部材角

評価式の適用の課題について考察する。 

 

2. 新都市式と学会指針式の比較 

2.1 新都市式1) 
新都市式は，図1に示すように，軸力による

付加曲げ成分を含まないせん断力と部材角関

係の最大荷重が95%になった時の部材角を限

界部材角Ruと定義し，限界部材角の影響因子

である鋼管の幅厚比・径厚比，軸力比に基づき，

実験式を構築している。 
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 ここで，Ru：限界部材角，N：作用軸力，N0：

軸圧縮耐力，t：鋼管の板厚，B：角形鋼管の幅

及びせい，Fy：鋼管の降伏強さ，Fc：コンクリ

ートの設計基準強度，sA：鋼管の断面積， cA：

コンクリートの断面積である。 

なお新都市式は，短柱（a/B≒3.0，lk/B≒6.0，

ここで，a：せん断スパン，lk：座屈長さ）の実

験結果に基づき構築されたものである。 
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図 1 限界部材角の定義 

 

2.2 学会指針式2) 
学会指針式は，日米共同研究3)の評価式(以下，

日米共研式)を基に構築されている。日米共研

式も新都市式と同様に，図1に示す限界部材角

Ruを基に，限界部材角の影響因子である鋼管

の幅厚比・径厚比，軸力比，材料特性について

幅広いデータを収集し，重回帰分析を行い評価

式を構築している。 
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 ここで，D：角形鋼管の幅及びせいである。 

この日米共研式も新都市式と同様に，lk/D=6

程度の短柱を対象とした式である。 

一方学会指針式は，適用範囲を長柱まで拡大

しており，短柱を対象とした(2)式を基に，座屈

長さの影響をlk/D＞10のCFT柱に対して低減

係数を乗じる形で表している。 
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ここで，𝛾ｒ：lk/D≦10の場合1.0，lk/D＞10の

場合0.8である。 

このように(3)式の特徴は，幅厚比，使用材料，

座屈長さなど，適用範囲が広いことが挙げられ

る。 
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図 2 正方形断面の指針での比較 

表 2 検討に用いた柱の諸元 

部材種別 新都市指針 学会指針

FA             N/N o<0.359 　 　   N/N o＜0.260

FB 0.359≦N/N o＜0.459  0.260≦N/N o＜0.360

FC 0.459≦N/N o＜0.559  0.360≦N/N o＜0.561

FD  0.559≦N/N o  0.561≦N/N o

部材種別 限界部材角R u

FA 2.0/100≦R u

FB 1.5/100≦R u＜2.0/100

FC 1.0/100≦R u＜1.5/100

FD              R u＜1.0/100

表 1 CFT柱の部材種別 

2.3 限界部材角と構造特性係数 
新都市基準，学会指針のいずれの評価式も，

得られた限界部材角Ruは，表1に示す部材種別

(部材ランク)の判定に使用される。このように

部材の変形能力が，陽な形で部材種別の評価に

用いられているのは，CFT構造だけである。 

さらにこの部材種別に基づき保有水平耐力

計算における構造特性係数Dsが決定される。 

  

 

 

 

 

 

 

 

2.4 両指針の比較 
一般的なCFT柱の断面として，文献1)の設計

例を参考に，断面を仮定して新都市基準と学会

指針の評価式による比較を行った。 

表2に用いた断面の概要示す。使用した柱は

冷間成形鋼管BCPの□-650×650×25とし，充

填コンクリートはFc48とした。なお柱は短柱と

した。 

 

 

 
 
両者の比較結果を図2に示す。図の縦軸は軸

力比N/N0，横軸が限界部材角Ruある。同一断

面とした場合，軸力比N/N0が約0.16と約0.56

で，限界部材角の値が一致した。軸力比が約

0.16～約0.56の範囲ではRuは学会指針式＜新

都市基準式の関係になっており，設計で比較的

用いられる軸力の領域では，新都市基準式が大

きな値を与えるといえる。 

一方で，高軸力と低軸力の領域では学会指針

式＞新都市基準式の関係になっており，図2か

らもわかるように特に低軸力において学会指

針式の評価結果がかなり大きな値を与えてい

る。 

元来CFT柱は，比較的高軸力において適用す

ることを重要視していたため，これまであまり

低軸力下での検証は行われていなかったもの

と考えられる。 

但し，表 3の部材種別の評価結果を見てみる

と，軸力比が 0.26 以下は FA ランクと評価さ

れるので，設計上は影響は少ないものと考えら

れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3 指針値と比較値 

 

 

 

 

 

3.長方形断面への適用の課題 

2章で示したように，これまでの矩形CFT柱 

は，正方形断面のみを対象としてきた。今後長

方形断面を適用していくためには，耐力式だけ

でなく変形能力評価式も検討する必要がある。 

現行の評価式はいずれも実験式であるため，

まず必要なことは長方形CFT柱の実験データ

の蓄積である。実験にあたっては，断面の強軸

と弱軸，座屈長さを含めた検討が必要である。 

次に断面の幅とせいの使い分けである。軸力

と水平力を受ける場合，クリティカルになるの

は圧縮フランジの局部座屈であるが，強軸の場

合はウエブの幅厚比が大きくなり，危険側の評

価になる可能性がある。  

 

4.まとめ 
学会指針と新都市指針による限界部材角評

価式について，断面を仮定して比較を行った。 

更に今後の適用範囲拡大に対し，長方形断面に

対する評価式の課題を提示した。 

今後は長方形断面CFT柱の実験により，限界

部材角評価式の検証と提案を行う予定である。 
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